
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
体
験
会

と
き
　
９
月
20
日
㈯
、
27
日
㈯
、

　
10
月
４
日
㈯
、
５
日
㈰
、
11
日

　
㈯
　
各
日
10
時
〜
12
時

　※

１
日
だ
け
の
参
加
も
可
能

　※

別
の
日
も
ご
相
談
に
応
じ
ま

　
　
す
。

と
こ
ろ
　

　
川
上
︵
か
お
れ
︶
多
目
的
広
場

参
加
費
　
無
料

申
込
期
限

　
９
月
分
　
９
月
12
日
㈮

　
10
月
分
　
10
月
１
日
㈬

　　
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
︵
福
田
︶

︵
☎

090
ー

８
６
７
７
ー

０
６
３
８
︶

　
　
　  

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

︵
☎
内
線
４
３
０
６
︶

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
の

受
講
者
募
集

と
き
　
10
月
15
日
㈬
、
16
日
㈭

　※

２
日
間

と
こ
ろ
　
ひ
と
・
ま
ち
テ
ラ
ス

定
員
　
70
人

受
講
料
　
８
千
円

申
込
期
間
　

　
９
月
２
日
㈫
〜
９
日
㈫

　
申
込
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら

     

︵
☎
03
ー

６
２
６
３
ー

９
９
０
３
︶

　
　
　  

消
防
本
部
予
防
課

  

︵
☎
66
ー

１
６
１
９
︶

に
ほ
ん
ご
で
話
そ
う
・
交
流
会

　
日
本
語
を
学
ぶ
外
国
人
が
日
本

語
で
自
己
紹
介
と
自
国
の
紹
介
を

し
ま
す
。
後
半
は
グ
ル
ー
プ
で
交

流
し
ま
す
。

と
き
　
９
月
28
日
㈰

　
13
時
30
分
〜
15
時

と
こ
ろ
　
ひ
と
・
ま
ち
テ
ラ
ス

対
象
　
ど
な
た
で
も

定
員
　
50
人

参
加
費
　
無
料

　 

中
津
川
・
午
後
の
に
ほ
ん
ご
教

　
室
︵
北
住
︶

︵
☎

090
ー

１
０
９
８
ー

１
２
０
２
︶

　
　
　  

地
域
づ
く
り
協
働
課

   

︵
☎
内
線
４
５
０
４
︶

宝
く
じ
の
助
成
金
で
音
響
機

器
、テ
ン
ト
な
ど
を
整
備

　︵
一
財
︶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
補
助

を
受
け
、
阿
木
地
区
区
長
会
が
地

域
イ
ベ
ン
ト
で
使
用
す
る
音
響
機

器
や
テ
ン
ト
な
ど
を
整
備
し
ま
し

た
。

　
今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　 

地
域
づ
く
り
協
働
課

　︵
☎
内
線
４
５
０
６
︶

中
津
川
市
の
森
林
文
化
を

五
感
で
体
験

　
市
と
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

の
学
生
が
、
市
内
の
木
工
関
連
企

業
の
見
学
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
扱
う

木
の
種

類
や
加

工
方
法

が
全
く

違
う
分

野
を
そ

れ
ぞ
れ

見
学
し
、

木
の
美
し
さ
や
奥
深
さ
、
可
能
性

を
学
び
ま
し
た
。

　 

林
政
課
︵
☎
内
線
４
０
３
１
︶

未
来
へ
つ
な
ぐ

音
楽
の
チ
カ
ラ
と
と
も
に

　
中
津
川
市
消
防
音
楽
隊
創
立
70

周
年
を
記
念
し

て
、
演
奏
を
披

露
し
ま
し
た
。

消
防
団
内
部
の

結
束
を
よ
り
一

層
強
固
な
も
の

と
し
、
賛
助
出

演
い
た
だ
い
た

少
年
少
女
合
唱

団
の
子
ど
も
た

ち
と
そ
の
若
い

世
代
の
保
護
者

の
防
災
意
識
の
向
上
と
消
防
団
活

動
の
理
解
を
求
め
、
消
防
団
活
動

の
活
性
化
を
図
り
ま
し
た
。

　 

消
防
本
部
警
防
課

　︵
☎
66
ー

１
１
９
４
︶

 

2025年  ９月９

問
・
申
込

担
当
課

担
当
課

担
当
課

問

問問

問問 ︵
一
財
︶
日
本
防
火
・
防
災
協
会

　市は、やさか地区区長会と各地区
まちづくり協議会からの要請を受け、
８月６日に坂下公民館で「坂下診療
所の現状について」の住民説明会を
開催しました。
　市からは市長、副市長と関係職員
が出席し、旧坂下病院から坂下診療
所に至るまでの経緯、病院化と事業
譲渡（民設民営）を断念した理由、
今後について説明しました。
　参加者からは、今回の断念に至っ
た理由や、多額の繰入金（赤字補填）
への対応、早期の方針決定を求める
意見がありました。
　今後は、市全体の安定した医療提
供体制の確立に向け、丁寧に協議し、
できるだけ早期に方針を決定します。

　 国保坂下診療所（☎75-3118）

坂下診療所の
　　 現状と今後を説明

問
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